
太田市における開発に伴う埋蔵文化財関係届出の流れ

（「事前問い合わせ」から「工事立会・確認調査」まで）　 （平成 27 年 6 月18日現在）

開発事業の計画がある。

開発地が埋蔵文化財包蔵地であるかどうか確認する。

埋蔵文化財関係の手続きをする。

地盤改良工法について報告する。

工事計画内容や周辺における埋蔵文化財の状況から、調査が必要かどうか審査します。

事項を記入した「事前問い合わせ受付表」と開発範囲を太線で囲むなどして明示した地図を

一緒に提出してください。

遺跡地内

確認調査させてください。 工事立会させてください。 慎重工事

遺跡への影響があります。

回答を保留します。

遺跡への影響はありません。

指定地内重要遺跡内 遺跡地外
遺跡地外の場合は…

文化財保護法 93 条届出、94 条通知

を提出する必要はありません。

指定地内の場合は…

太田市教育委員会文化財課

（0276-20-7090）より取り扱いに

ついて説明します。
遺跡地内あるいは重要遺跡内の場合は…

工事着工 60 日前までに「埋蔵文化財発掘の届出」

（文化財保護法 93 条・94 条）を提出してください。

慎重工事

今回の開発事業について、工事立会・確認調査は

行ないませんが、慎重に施工してください。

また万一、遺物等が見つかった場合には、太田市

教育委員会文化財課（0276-20-7090）まで、ご連

絡ください。以上の内容の文書（土木工事通知）

が送付されます。

工事立会

施工時に職員が現場にお伺いし、簡単な調査

記録（写真など）をとります。以上の内容の

文書（土木工事通知）が送付されます。

確認調査

事前に地下に遺跡があるかどうか、掘削して

調査します。

回答を保留します。
（採用する地盤改良工法がまだ決まっていない状態で

「埋蔵文化財発掘の届出」を提出された場合。）

工事立会・確認調査

工事立会・確認調査の手続きをする。
「立会・確認調査依頼書兼発掘承諾書」を提出してください。

日程等を調整します。

　　　

地盤改良工法の有無や、採用する工法が決まりましたら、

「地盤改良工法報告書」を提出してください。審査して

開発地の取り扱いについてご連絡いたします。

本調査が必要です。 本調査の必要はありません。

調査後、「調査完了通知書」が送付されます。

記録保存のための本発掘調査が必要となりますので、

太田市教育委員会文化財課と協議してください。

今回の開発事業については、本発掘調査の必要はありません。

慎重に施工してください。また万一、遺物等が見つかった場

合には、太田市教育委員会文化財課（0276-20-7090）までご

連絡ください。確認調査の場合、以上の内容の文書（土木工

事通知）が送付されます。お問い合わせは、太田市教育委員会文化財課

（〒370-0495　太田市粕川町 520 番地尾島庁舎　電話 0276-20-7090、FAX0276-52-6080　）

回答は…

回答は… 回答は…

ご回答します。

届出をされる方

文化財課

工事立会・

確認調査の結果…


